


































生確率を分析した結果を 1929 年 11 月に論文として発表した 90 年も前の研究に遡る。
ハインリッヒは 5000 件以上の労働災害を調べ、重傷以上の災害（major	injury）が１件起きる背
景には、軽傷を伴う災害（minor	injuries）が 29 件起きており、さらには危うく惨事になるような「ヒ









次の研究は 40 年後、保険会社の部長バード（Bird,	Jr.,	Frank,	E.）（1921 年─ 2007 年）によって、
なされた。1969 年に発表された彼の法則では、米国の 21 業種 297 社で働く 1,750,000 人の従業員（対












事故、lost	 time	 injury）あるいは医療処置（medical	 treatment）が必要な事故を指す。ちなみに、
物損事故の正確な率は、30 ではなく、30.2 である。なお、重大事故のなかの一部の比率について、



























2014 年までの 10 年間に世界で起こった自然災害データを、国連の国際防災戦略（ISDR）が公表












































































社（有効回答社数は 1030 社）の IT部門長に調査票を郵送する形で企画・実施した 2012 年 10 月
29 日から 11 月 19 日が調査期間での「企業 IT動向調査報告書	2013」では、攻撃を受けた割合は、

































2011 年にサイバー攻撃を受けた企業のうち、従業員数 250 名以下の会社は全体の 18％だったが、







ちなみに、同時期に攻撃を受けた従業員数 251 名から 2,500 名までの組織は全体の 19％を、同じ






































社（有効回答社数は 1030 社）の IT部門長に調査票を郵送する形で企画・実施した 2012 年 10 月




















2009 年 2010 年 2011 年
2009 年 1 0.4605 0.4438
2010 年 ― 1 0.6118
2011 年 ― ― 1
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